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７ 会議の概要 

委員長   ただいまから、商工農林水産委員会を開きます。 

      これより、農業委員会所管分の議案の審査を行

います。 

議案第１１８号 平成２９年度富山市一般会計

補正予算（第５号）、第１条歳入歳出予算の補

正中、歳出第６款農林水産業費中、農業委員会

所管分 

を議題といたします。 

これより、当局の説明を求めます。 

農業委員会 〔挨拶及び 

事 務 局 長 議案第１１８号中             

農業委員会所管分の人件費について、 

議案書により説明〕 

委員長   これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   ないようですので、これをもって、議案の質疑

を終結いたします。 

これより、議案第１１８号中農業委員会所管分

の討論に入ります。 

討論はありませんか。 
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      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   討論なしと認めます。 

これより、議案第１１８号中農業委員会所管分

を採決いたします。 

本案件は、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   御異議なしと認めます。 

よって、本案件は、原案可決されました。 

以上で、農業委員会所管分の議案の審査を終了

いたします。 

次に、農業委員会所管分で、ただいまの議案以

外に、何か質問はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

委員長   ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、農業委員会所管分を終了いたします。

農業委員会の皆さんは、退室願います。

説明員を交代いたしますので、しばらくお待ち

ください。

  〔農業委員会退室／農林水産部入室〕
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委員長   これより、農林水産部所管分の議案の審査を行

います。 

議案第１１８号 平成２９年度富山市一般会計

補正予算（第５号）、第１条歳入歳出予算の補

正中、歳出第６款農林水産業費中、農林水産部

所管分、第１１款災害復旧費中、農林水産部所

管分、第２条繰越明許費中、農林水産部所管分、

議案第１２４号 平成２９年度富山市農業集落

排水事業特別会計補正予算（第１号）、

議案第１２５号 平成２９年度富山市公設地方

卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）、

議案第１３２号 富山市八尾ゆめの森交流施設

条例の一部を改正する条例制定の件、

議案第１３３号 富山市林道条例の一部を改正

する条例制定の件、

以上５件を一括議題といたします。

これより、順次、当局の説明を求めます。

農林水産部長 〔挨拶〕

農林水産部理事 〔議案第１１８号中

農林水産部所管分の概要について、

議案第１２４号、議案第１２５号の概要につい

て、

議案説明資料により説明〕

農業水産課長 〔議案第１１８号中 

野菜振興対策事業について、 
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漁港管理費について、 

漁港施設災害復旧事業費について、 

議案説明資料により説明〕 

農村整備課長 〔議案第１１８号中 

      多面的機能支払交付金事業について、 

土地改良事業補助金（県営土地改良事業）につ

いて、 

土地改良事業補助金について、 

議案第１２４号について、 

議案書及び議案説明資料により説明〕 

農林事務所 〔議案第１３２号について、 

農業振興課長 議案説明資料により説明〕 

農林事務所 〔議案第１３３号について、 

農地林務課長 議案説明資料により説明〕 

委員長   これより、質疑に入ります。

      質疑はありませんか。

大島委員  議案説明資料５ページの多面的機能支払交付金

事業における交付金の返還について、交付金を

国、県へ返還するということでございますが、

たしか５年に１回、返還の時期があって、なか

なかその返還を個別案件では受け付けてくれな

いのですが、これについては公の事業であると
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か、何か特別な理由があって認められるのでし

ょうか。 

農村整備課長 こちらの案件については、農地を今まで使って 

いたものと違うもの 駐車場にしたとか、そう

いったときに、今までのその農地の交付金の対

象外になるということで、返還になるものでご

ざいます。 

大島委員  それはわかるのですけれども、今まででしたら

個別案件では返還すること自体を認めていただ

けなかったというふうにお聞きしているのです

が、個別案件でもこれからは返還をすれば農地

転用は可能なのかどうかという意味でお尋ねい

たしました。 

農村整備課長 農地転用自体はこの多面的機能支払交付金事業 

の中で認める、認めないというものではないの

で、多面的機能支払交付金事業においてその地

域の田畑を対象に活動するということで申請し

ておられて、その中で申請農地が転用されたと

いった場合に、その部分については返還すると

いう規定になっております。 

大島委員  重ねてですが、その地域で一部でも農地転用が

あれば、その地域は５年間さかのぼって全てを

返還するということでよろしいですか。 
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農村整備課長 全てというよりは、その転用になった農地の面 

積分だけでございます。 

柞山委員  議案説明資料の３ページにあります漁港管理費

について、厳密な査定はしていないということ

ですけれども、この水橋フィッシャリーナの係

留施設は、工事の期間によっては来年度、どの

程度の使用ができるのか、いわゆる工事のスケ

ジュールというか ホタルイカ漁のときは工事

ができないという話もあり、工事の期間が限ら

れるというようなことも聞いております。工事

の予定についてちょっとお伺いいたします。 

農業水産課長 水橋フィッシャリーナの復旧におきましては、 

まず基本構想を一旦つくります。これにつきま

しては現在、委託をかけておりまして、それが

来年１月中くらいに出るだろうということにな

っております。それを受けまして、陸上での工

事に入ります。これは補正予算で要求させてい

ただきました工事費を使いまして、ある程度、

桟橋等を組み立てるといった陸上での工事を行

いまして、その後、海上で設置することになり

ますが、委員がおっしゃいましたとおり、ホタ

ルイカ漁が大体６月くらいまでは行われますの

で、海上での設置は来年の７月に入ってからに

なるのではないかと思っております。それで、

海上設置の工事につきましては、工法自体も決
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まっておりませんので、はっきりしておりませ

んけれども、こちらの考え、希望といたしまし

ては、２カ月か３カ月か、大体この程度で来年

の夏いっぱい、あるいは秋には何とか復旧した

いと考えているところでございます。 

柞山委員  今現在は冬季ですから、船は上げてしまってい

ますが、係留しておられた会員の皆さん 契約

されていた方々への周知というか、契約の内容

などはどのようになっているのですか。 

農業水産課長 契約者に対しましては、指定管理者であるＮＰ 

Ｏ法人浦島倶楽部が説明会を行っております。

それには私どもも参加させていただいたのです

けれども、先月の１８日と１９日、２日間に分

けて説明会を行っておりまして、その際、利用

者の方々に対しましては今後の復旧見込み等の

説明をしたところでございます。 

柞山委員  今ほど説明していただいたとおり、ホタルイカ

漁の時期、あるいはまた工事などが２カ月ほど

に及ぶということになると、ボートを持って行

って、使用しようと思っても来年度は使用でき

る期間が短くなるわけですけれども、そのこと

も契約者には周知してあるのですか。 

農業水産課長 実際の工事につきましては、浮き桟橋の施工方
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法であるとかレイアウト等も含めて、再度検討

することとなりまして、実際にどの期間に使用

できないということは、正直、はっきりしてお

りません。ですから、工事に入るということは

周知しておりますけれども、期間については明

確には説明しておりません。 

佐藤委員  関連して、この修繕等に関して次回３月議会に

も補正予算を要求するということで、反対をす

るものではありませんが、今ほど柞山委員から

もお話がありましたけれども、この利用者の方

の被害状況についてはどの程度掌握されている

のですか。 

農業水産課長 水橋フィッシャリーナにつきましては、被災前 

は水面係留の船が８６艘ございました。台風が

来るということで、所有者から連絡があって事

前に陸上に上げた船が９艘ございました。です

から、実際に水面にあったのは７７艘になるわ

けでございますが、その被害の内訳といたしま

しては、転覆した艇が６艇、損傷のあった艇が

４１艇、残り３０艇につきましては被害がなか

ったということになっております。 

佐藤委員  それで、管理費等々において限界もあると思う

のですけれども、昔は結構不法にあちこちにと

めていたということがあり、管理費を払ってこ
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ちらを利用しているということで、利用者も市

で整備していただいていることに感謝をしてこ

こに停留していたわけですけれども、当然、市

で補償するというのは現実にはなかなか難しい

と思うのです。一般的に漁業組合などに加入さ

れている方や普通の漁業をされている方は船な

どの修繕等、いろいろ保険があると思うのです

けれども、そういった保険はあるのでしょうか。 

農業水産課長 水橋フィッシャリーナの利用者におきましては、 

利用契約を結ぶ際に保険に入っていただきたい

という趣旨を御理解いただいて契約をしていた

だいているのですが、その保険の内容が、例え

ば船と船がぶつかったとか、操作を間違えて水

橋フィッシャリーナの施設自体に被害を及ぼし

たとか、そういった内容の保険でございまして、

自然災害で破損した場合に対応できる保険は全

くないわけではないのですけれども、ほとんど

ないと聞いております。 

佐藤委員  自然災害ですので、当然そういったもので補償 

されるような保険というと相当高額なものにな

ってしまうと思うのですが、市でこういった整

備をしたことも考えますと、先ほど担当課長か

らも説明がありましたけれども、やはり今後は

個人の資産ではありますが、被害を最小限にす

るような方策といいますか、配慮といいますか、
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今後の施策について最後にお聞きしたいと思い

ます。 

農業水産課長 今回の台風により、多大な被害が発生したとい 

うことで、水橋フィッシャリーナを御利用いた 

だいていた方には大変申しわけないと思ってお

ります。今後の対策でございますけれども、ま    

ず１つは先ほど申しました新たに設置する浮き

桟橋の構造やレイアウトについて、今回の被災

状況を踏まえた上で設計していくということ、

それとやはり運営上の問題が大きいと考えてお

りまして、例えば、船を陸に上げていれば被害

を受けなかったということは当然ですので、利

用者と指定管理者の間で、こういうような際に

は船を陸に上げるという取決めをきちっとする、

あるいは船が陸上にない場合は自己責任になる

ということを明確にした上で今後の運営を図っ

ていただくということが重要ではないかと考え

ております。 

佐藤委員  ありがとうございます。何となく曖昧になって

いたことがあった中での今回の被災でしたので、

そういう変な意味での苦情はそう多くはなかっ

たと思うのですが、やはり当初から漠然とした

不安が私の耳にさえ聞こえていましたので、ま

た契約等もしっかりとしていただきたいと思い

ます。 
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小西委員  同じような質問ですけれども、議案説明資料の

４ページに水橋漁港西防波堤及び防波堤安全施

設の復旧工事について記載があります。それか

ら議案説明資料の３ページにも水橋フィッシャ

リーナ水面係留施設等の復旧工事について記載

がありますけれども、復旧工事の内容について、

特に係留施設については改良というか、何か少

しやっていくということですけれども、同じよ

うな台風が来た場合に、二度とこのようなこと

が起きないような構造にするなど、よろしくお

願いしたいと思います。 

農業水産課長 防波堤の整備につきましては、国の事業を活用 

して行っているということで、当然、国と県の

基準に基づいて整備させていただいております。

その基準というのは、やはり沖波等の高さなど

を設定して、それに耐え得る行動をすると。で

すから、安全性は確保されているのですけれど

も、想定を超えるような自然現象につきまして

は、やはりどうしても破損等が生じる可能性は

出てくるというところであります。それで、災

害復旧におきましては、原形復旧が基本となっ

ておりますので、とりあえず、原形に復旧した

後、現在、水橋漁港におきましては、漁港施設

の強化事業に手を挙げておりますので、その中

で対応していけないかということを今後、国等

と協議してまいりたいと思っております。 
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小西委員  議案書の２３ページ、２４ページに、林業と水

産業の中で、恐らく１名分だと思いますが、人

件費が減額になっているわけですけれども、特

に林業などはいろいろな問題があって、自然災

害も含めて林業における森林の活用ということ

も含めると、やはり富山においても森林がたく

さんあるわけですから、非常に大事な産業だと

思うのです。そこで、このように人が減ってい

いのかという問題があり、むしろ、こういう分

野については人材も含めて補強すべきだと思い

ますけれども、この件についての考えを聞きた

いと思います。 

森林政策課長 今、委員がおっしゃいました、人件費の補正に

つきましては、人員の減という形ではなくて、

役職者と若い方との、その辺の調整の部分で人 

件費が下がっているということでございます。

昨年度の当初予算の時点における役職の方の予

算で見られていたというところがございますの

で、人員そのものについては特に減になってい

るものではございません。 

小西委員  今後の人材の補強というか、そういうことはお

考えでしょうか。 

森林政策課長 委員がおっしゃるとおり、森林関係については、 

今般の森林環境税等の国の税制大綱でも重要だ
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ということで出ておりますので、原課サイドと

してはぜひ増員していただきたいというふうに

お願いをしているところでございます。 

泉委員   議案説明資料の２ページになりますが、園芸作

物の台風２１号の被害について、リンゴのほう

は被害の原因が概ね暴風雨であっただろうとは

思うのですが、白ネギはどんな被害を受けて今

この助成に至ったのかお聞かせください。 

農業水産課長 白ネギにつきましては、土寄せと言いまして、 

軟白部分をつくるために、泥をだんだん寄せて

いくのですけれども、やはり強い風に吹かれま

すと、その泥を寄せてある部分とその上に出て

いる青い部分とはどうしても弱くなってしまい、

風で倒されて折れるといった被害が生じました。

ですから、その傷ついた部分に対しては防除も

必要ですし、木自体が弱っておりますので、少

し肥料をやって、樹体を回復してやるといった

作業を支援するものでございます。 

泉委員   その防除に関して、ネギにおいて、例えば風に

対する防除というのは、具体的にどのようなこ

となのですか。 

農業水産課長 傷がついたところから病気が入るわけですので、 

防除につきましては殺菌剤による防除になりま
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す。 

泉委員   もう１つ、大きな額にはなっていませんけれど

も、今回の台風２１号の被害を受けた富山市に

おけるネギの生産地は地域的にはどのあたりの

ことなのでしょうか。 

農業水産課長 白ネギの被害が発生した地域につきましては、 

八ケ山及び中央地区と言いまして、なのはな農

協管内で３．１ヘクタールとなっております。 

（「リンゴのことではないか」と発言する者あ

り） 

農業水産課長 リンゴのことですか。 

泉委員   いやいや、ネギです。 

農業水産課長 ネギですよね。あとは、大沢野地域の船峅地区

で１ヘクタール、大山地域、婦中地域でそれぞ

れ０．５ヘクタールになります。 

大島委員  議案説明資料１０ページの八尾ゆめの森交流施

設の条例改正について、現在の宿泊稼働率と、

料金の値上げをした場合における収支の改善と

いうのはどのくらいの予想で見ていらっしゃる

のか御質問いたします。 
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農林事務所 まず現在の客室宿泊稼働率ですけれども、平成   

農業振興課長 ２８年度で５４．３％でございます。それと今 

回の値上げといいますか、あくまでもこれは限

度額でございますので、当然、指定管理者がそ

の中でいかに設定していくかという課題がある

わけですけれども、指定管理者では、四、五百

万円程度の増額になればというような思いがご

ざいます。 

大島委員  おわら風の盆の前夜祭から本番 ８月２０日か

ら９月３日までの宿泊稼働率は特別にわかりま

すか。もしわからなければ後からでも結構でご

ざいます。 

農林事務所 おわら風の盆の期間 ９月１日、２日、３日に 

農業振興課長 おける宿泊稼働率は１００％でございます。８ 

月２０日から８月３１日までの宿泊稼働率につ

きましては、申しわけありません。手持ち資料

がございません。 

委員長   ほかにないようですので、これをもって議案の

質疑を終結いたします。

これより、議案第１１８号中農林水産部所管分、

議案第１２４号、議案第１２５号、議案第１３

２号、議案第１３３号、以上５件を一括して

討論に入ります。 

討論はありませんか。 
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      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   討論なしと認めます。 

      これより、議案第１１８号中農林水産部所管分、 

議案第１２４号、議案第１２５号、議案第１３

２号、議案第１３３号、以上５件を一括して 

採決いたします。 

各案件は、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   御異議なしと認めます。 

      よって、各案件は、原案可決されました。 

      以上で、農林水産部所管分の議案の審査を終了

いたします。 

次に、農林水産部所管分で、ただいまの議案以

外に、何か質問はありませんか。 

金厚委員  議案とはちょっと関係がないものですから、そ

の他で手を挙げたのですけれども、八尾ゆめの

森ゆうゆう館の井戸が、掘ってからもう大分た

つのですが、お湯の量が減っていること、それ

と温度が少しずつ下がっているという現状を何

か聞いておられますか。 

農林事務所 温泉を掘ってから、今現在、あそこは角間温泉 
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農業振興課長 の湯とブレンドという形でさせてもらっていま 

すけれども、角間温泉の湯が大分減ってきてい

るというお話は聞いております。温度が若干下

がってきているというお話はちょっと聞いてい

なかったのですけれども、角間温泉の湯という

のはすばらしくいい温泉なもので、その分が減

っていることによって温度が全体的に下がって

いるのかもしれません。１回調べてみます。 

金厚委員  今ほど調べてみてほしいと言ったのは、やはり

全般的にお湯の量が減っていまして、温度も下

がっています。これが事実だと思います。この

井戸を掘ったときに、ちょっと忘れましたけれ

ども、相当の金額がかかっているのです。例え

ば、八尾地域であれば、大長谷温泉でも相当の

金額がかかっています。ある日突然お湯がパン

クした場合に、どのような形で処理をするのか、

今からやっぱりある程度調査をかけて準備をし

ておかないと、「さあ来年、井戸を掘ろう」と

いってもむちゃな話ですから、それも兼ね合わ

せて将来のことを考えて準備を始めてほしいと

いうことで質問をしたわけです。農林水産部長、

それで順番にやっていけますか。  

農林水産部長 八尾ゆめの森ゆうゆう館につきましては、今ま 

で出ていたお湯が急にぱたんと出なくなるとい

うことはないと思っています。ポンプについて
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は突然壊れるとお湯が出ないということになる

ものですから、一応、予備のポンプを常に準備

しておりまして、大長谷温泉と兼用できるよう

な形にしておりますので、大丈夫ではないかと

思っております。ただ、委員がおっしゃるよう

に井戸の壁が急に落ちたなどといったことで、

お湯に砂がまじるようですと早急に調査が必要

になるかと思っております。

金厚委員  今、部長が言われたとおり、どうも過去におい

て大長谷温泉のポンプが汚泥で詰まってしまっ

て、何遍も １年に１回か２年に１回くらい修

理したのですが、１回修理するのに３，０００

万円もかかっていたはずです。それにもう懲り

て、角間温泉の湯と大長谷温泉の湯を、予備の

ポンプをもって、入れかえながら準備している

と聞いております。ですから逆に、大長谷温泉

は大丈夫なのか、あるいは角間温泉は大丈夫な

のかということではく、問題は角間温泉の湯で

八尾ゆめの森ゆうゆう館にこれだけのお金をか

けて施設をつくっているので、これが急にアウ

トになったときの損害というのはやっぱり非常

に大きいと思うのです。お湯が出ないから人を

呼べない。例えば旧山田村のようにお湯は出て

いるけれども人が来ないから閉鎖しなくてはい

けないといったこともございますので、それを

含めて準備を進めていただきたい。これはあく
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まで要望です。 

泉委員   エゴマの話で、今、中山間地のほうではやっぱ

りイノシシの被害が多いので、私の近所の方た

ちの間でもうわさではあるのですが、エゴマを

植えると、そこから中へはイノシシが入ってこ

ないそうです。本当かどうかは別にして、試し

てみたいという方がたくさんいらっしゃって、

エゴマの種の入手はどこですればいいのかとい

うお話をたくさんいただいております。インタ

ーネットなど市の広報等にエゴマの種が欲しけ

れば、どこどこに売っているというようなこと

を今現在、公開しているのかどうかわからない

のですが、公開されていないのでしたらしてほ

しいという思いでいるのですが、いかがでしょ

うか。 

農業水産課長 エゴマの種につきましては、一般の飼料会社等 

でも取り寄せることは可能だと思います。ただ

し、品質面からいきますと、ある程度確立され

た産地の種を取り寄せたほうがいいと思います

ので、とりあえずは農協等で取り組んでいると

ころにお住まいの方でしたら、一旦農協に話を

通していただければ一番手っ取り早いかと思い

ます。また、そのような手段がないという場合

は、市でもお話をお聞きして小農業単位でした

ら、何とか準備するとか、どこから取り寄せれ
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ばいいといった助言はできるかと思います。 

泉委員   ですから、今後のことなのですが、エゴマは富

山市が推奨しているわけですから、例えばどこ

で売っているかなど、入手経路がわかりやすい

ように農林水産部としてホームページに公開、

広報してほしいということなのですが、いかが

でしょうか。 

農業水産課長 検討課題だとは思いますけれども、実際にエゴ 

マを栽培するということになりますと、ただ単

に種を入手してまけばよいということではなく、

当然、栽培方法もございますし、最終的な出荷

等の話もあり、一連の話ということになってく

るかと思います。そうなってくると種さえ入手

できればよいというよりも、やはり最終的に出

荷先となる可能性が高い農協あたりと最初から

話を進めていくほうが、実際に栽培される方に

とってもいいのではないかと思います。 

泉委員   先ほど申し上げましたが、今の話は、例えば大

根を植えているような中山間地において、あぜ

道などの草を刈ってそこにエゴマを植えてイノ

シシの侵入を防ぎたいという話です。そういう

方々に対して広報はいかがですかというお話な

のですが。 
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農業水産課長 委員がおっしゃいますとおり、エゴマの圃場に 

ついて、イノシシが侵入したという例はごくわ

ずかしかございません。ですから、一般的にあ

る程度の抑制効果なのか、あるいはイノシシ自

体がエゴマに対して興味を持っていないのか、

その辺はよくわからないのですけれども、現実

的には侵入したという例はございません。それ

で、実は来年度、圃場の周りにエゴマを植えま

して、抑制効果があるかどうか確かめる試験を

考えているところです。そうすることによって、

実際にエゴマがイノシシに効くかどうかという

ことがだんだんわかってくると思います。今、

委員がおっしゃられたように、ただ単にあぜに

植えてイノシシの侵入を抑制したいということ

でしたら、あまり品種などは関係ないと思いま

すので、それこそ一般の飼料会社等でも構いま

せんし、実際に直売場などに行きますとエゴマ

の種を売っているので、そういうものを利用し

ていただければいいのではないかと思います。 

髙田委員  各部局の方にいろいろなデータをお聞きしたり

しているのですけれども、手作業でなければな

かなか把握ができないと言われるデータもあっ

たりします。それで、農林水産部として、例え

ば事務をされている中において、こういうもの

がシステム化されていたらもっと把握しやすい

のにといったものがある場合や、他都市では使
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っているが、富山市にはまだ入っていないとい

ったものがある場合は、次回の３月の常任委員

会のときまでに調べていただいて、御回答いた

だきたいと思います。これは要望です。なけれ

ばいいのですが、もしそういうものがあれば…

…。 

農林水産部長 特別、必要だとは感じていないのですけれども。 

髙田委員  なければいいのですが、もしそういうものが出

てきたら次回の３月の常任委員会のときに教え

てください。 

農林水産部長 意見が出ればお知らせします。 

委員長   ほかにないようですので、この程度にとどめま

す。 

以上で、農林水産部所管分を終了いたします。 

これで、１２月定例会の当委員会に付託されま

した、全議案の審査は終了いたしました。 

委員各位に、御相談申し上げます。 

委員長報告については、正・副委員長に御一任

願いたいと思いますがいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   それでは、そのように取り計らいます。 
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これをもって、平成２９年１２月定例会の商工

農林水産委員会を閉会いたします。 
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